
平成２８年度 学力向上を図るための全体計画 

３６ 大田区立北糀谷小学校 

 

本校の授業改善に向けた視点 

指導内容・指導方法 

の工夫   
教育課程編成上の工夫 

校内における研究や 

研修の工夫 
評価活動の工夫 

家庭や地域社会との 

連携の工夫 

・算数では、少人数授業を

積極的に活用し、個に応

じた授業の工夫を行う。 

・問題解決学習や体験的な

学習を取り入れ、ペア学

習等の工夫により、児童

全員が主体的な学びをで

きるようにする。 

・「10の約束」「宿題５の約

束」「３校合同生活スタン

ダード」を徹底し、基本

的な学習習慣を身に付け

させる。 

・「土曜スクール」「平日補

習」で基礎学力の定着と

学力の向上を目指す。 

・東京ベーシック・ドリル

を活用して、基礎内容の

定着状況を測るととも

に、その定着を目指す。 

・「朝学習」の時間を活用

し、学校支援地域本部と

協力して本に親しむ機

会を設け、読書力の向上

を図る。 

・放課後の「フリータイム」

を活用し個別学習を行

う。 

・外国語教育指導員による

授業に加え、担任による

授業を行うことにより、

年間３５時間の外国語

の授業を実施する。 

・会議をまとめることによ

り、高学年において６時

間授業日を増やした。一

方で、４時間授業になる

日のフリータイムを活

用し、補習時間を確保し

た。 

・大田区 ICT活用推進

モデル校として、導

入された ICT機器の

活用推進をし、教員

の授業力向上を目

指すとともに、活用

実践事例を蓄積す

る。 

・「ICTを活用し、進ん

で伝え合いかかわ

りを深める児童を

育成する指導法の

工夫」をテーマに、

多教科における ICT

を活用した指導法

を研究する。 

・主任・主幹教諭によ

る校内 OJTを、年間

を通して計画的に

実施する。 

・年間指導計画を基に

観点別評価規準、評

価計画を作成し、活

用する。 

・指導の記録に基づき

指導計画、評価計画

の改善を図ってい

く。 

・区・学習効果測定を

基に作成する学習

カルテを基に、児童

が自分の学習に対

して振り返りをで

きるようにする。 

・夏季三者面談におい

て学習カウンセリ

ングを行い、２学期

以降の学習の改善

に繋げる。 

・「宿題５の約束」の協力

を求め、家庭学習の習

慣を身に付けさせる。 

・各行事後の保護者アン

ケートを行事・授業の

改善に繋げる。 

・学校支援地域本部「ス

クールサポート北糀

谷」と連携を取り、わ

くわくスクールや総合

的な学習の時間・生活

科など、様々な教育活

動の場面において保護

者・地域の人材や地域

の様子を生かした教育

活動の推進をする。 

・地域連絡協議会の実施、

保護者による外部評価

を実施し、教育活動の

改善に生かす。 

○教育基本法 

○学習指導要領 

○東京都教育目標 

○大田区教育目標 等 

各教科の指導の重点 

○基礎・基本の確実な定着 

・少人数指導、習熟度別指導 

 の実施 

○「学習 10の約束」の徹底。学習

の基本習慣を身に付けさせる。 

総合的な学習の指導の重点 

○自然や人や社会に興味・関心を

もち、進んで関わろうとする。 

○自分にとって価値ある課題を設

定し、主体的によりよい方法を

考え課題を解決する方法を追究

していこうとする。 

○課題の解決を通して、成就感や

自己有用感を味わい、学んだこ

とを生活の中で実践していこう

とする。 

〈本校における確かな学力〉 

学習指導要領に示された基礎・基本を重視

し、次の力を育成する。 

①基礎的・基本的（話す、聞く、読む、書く、

計算）な力 

②主体的に考える力 

③伝え合う力 

④ものごとを多面的に見たり、関連づけたりす

る力 

《学校経営方針（学力向上にかかわる要点）》 

○教育活動全体を通して、伝え合う力の育成 

かかわり合いを大切にした指導の工夫 

ICT の環境整備・活用を進める 

○基礎・基本の確実な定着 

計画的な授業の実施と評価 

教員の指導力の向上（研究・研修の充実） 

配慮を要する児童への理解と指導力の向上 

 

 

特別活動の指導の重点 

○児童一人一人の個性の伸長を図

り、集団の一員としての自覚を

培い、学校生活を充実させる。 

○小規模校の良さを生かし、学級

やたてわり活動での好ましい人

間関係を育て、互いに協力し合

う態度を育てる。 

〇高学年では、計画的に活動を進

める力を育てる。 

進路指導 

○自己の生き方について考えたり、個に応じた

指導や支援を進めたりし、児童の自立への意

欲を高める。 

○６年生がスムーズに中学校に進学できるよ

うに、９月の部活動体験や体験授業など連携

を図って計画・実践していく。 

生活指導の重点 

○「あいさつ」はコミュニケーションの源であるので、いつでも

明るく元気よくあいさつをするように指導していく。（月の中

で１週間、朝のあいさつ運動実施） 

○児童の心を深く理解し、よさを認め、褒めて伸ばす。 

○本校「10 の約束」及び糀谷中・糀谷小との「３校合同生活スタ

ンダード」の児童の理解度・家庭における徹底度の検証とその

結果を受けて改善を行う。基本的な生活習慣や望ましい生活態

度を育てる。 

○児童理解朝会、生活指導全体会等を通し、情報交換・共通理解

を図り、指導の統一と徹底に努める。 

 

〈本校の教育目標〉 

○明るく元気な子 

○すすんで考える子 

○れいぎ正しい子 

○みんなと仲よくする子 

○学校、地域の実態 

○地域の期待や願い 

○保護者の期待や願い 

○期待される児童像 

道徳教育の指導の重点 

○全教育活動を通して、心のふれ

あいを重視する。 

・人権尊重、思いやりの心を育む。 

・「道徳授業地区公開講座」を通し

て、家庭・地域との連携を図る。 


